
 

 

 

 

 花粉の飛散量は前年の夏（特に６月）の日照時間と花粉飛散に大きく影響を受けることがわかってい

ます。今年の花粉飛散数は平年より減少すると予想されています。しかし平年より少ないといっても花

粉症のある人には十分症状が出るくらいの花粉は飛ぶと思われますので油断は禁物です。 

花粉症予防で最も大事なことは、花粉をなるべく吸いこまないようにすることです。外出時はマスク

や眼鏡をつけることで鼻や目に入ってくる花粉を十分防ぐことができます。校舎内や家の中に入る前に

は服についた花粉を落とすようにしましょう。今も新型コロナウイルスやインフルエンザなどの感染症が

流行しています。例年以上にしっかりと対策をしましょう。   参考：令和６年１月２８日発行 中学保健ニュース 

鼻水、くしゃみ、鼻づまり、のどの痛み、けん怠感といった花粉症の症状は、新型コロナウイ

ルスやインフルエンザ等の感染症と共通の症状です。また花粉症の症状があると、自分がウイ

ルスに感染しているかわかりにくくなってしまいます。 

花粉症では、目や鼻のかゆみも出ます。ウイルスがついた手で目や鼻をこすると、粘膜を介

してウイルスに感染するリスクがあります。 

くしゃみ 1 回で発生する飛沫の量は、咳の 10 倍以上！花粉症の症状にウイルスの感染が加

わると、周りへ感染を拡大してしまう危険があります。いつもは鼻水とくしゃみなのに、のど

が痛い、熱が出ている、頭痛があるといった場合は早めに休養しましょう。

参考：日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会ホームページ「新型コロナウイルス感染症流行中の花粉症対策について」 
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耳鼻咽喉科では、自

分の症状や要望に応

じた花粉症の治療を

してもらえます。 
   

鼻をかんだ後や顔

を触った後は必ず

手を清潔に 

しましょう。 

体調がいつもと違う

時は無理せず早め

に休みましょう。 
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